
 

１ 実施期間 

  令和２年４月１日～令和３年３月３１日 

 

２ 児童の実態 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

３ 学年ごとの目標（数値目標） 

＜体力・運動能力＞ 

学年 目  標 

１年 ・両足持久跳び ９０秒   ５０回 

２年 ・両足持久跳び ９０秒   ７５回 

３年 ・両足持久跳び ９０秒  １００回 

４年 ・両足持久跳び ９０秒  １２５回 

５年 ・両足持久跳び ９０秒  １３８回 

６年 ・両足持久跳び ９０秒  １５０回 

＜運動・生活習慣＞ 

学年 目  標 

１年 ・運動が「好き」と回答する割合を８０％以上とする。 

・体育の授業が「楽しい」と回答する割合を８０％以上

とする。 

２年 ・運動が「好き」と回答する割合を８０％以上とする。 

・体育の授業が「楽しい」と回答する割合を８０％以上

とする。 

３年 ・運動が「好き」と回答する割合を８０％以上とする。 

・体育の授業が「楽しい」と回答する割合を８０％以上

とする。 

４年 ・運動が「好き」と回答する割合を８０％以上とする。 

・体育の授業が「楽しい」と回答する割合を８０％以上

とする。 

５年 ・運動が「好き」と回答する割合を８０％以上とする。 

・体育の授業が「楽しい」と回答する割合を８０％以上

とする。 

６年 ・運動が「好き」と回答する割合を８０％以上とする。 

・体育の授業が「楽しい」と回答する割合を８０％以上

とする。 

 

４ 目標を達成するための具体的な方策 

（１）体育の授業改善を図る取組 

  ①運動環境の整備 

   登り棒のコーナー、鉄棒のコーナー、 

グラウンドでの投・走の練習場所の確保 

   

  ②ＩＣＴ機器の活用 

③縄跳び練習と記録 

  ③新体力テスト後のプログラム改善 

  ④手宮中央体操の導入 

（２）年間を通じた日常的な取組 

  ①手宮中央タイム、休み時間の体力向上プログラム 

  ②土曜日の地域子ども教室との連携 

  ③空き教室を運動スペースとして開放 

（３）望ましい運動習慣・生活習慣を形成する取組 

①PTAを中心として家庭のルール作り 

②学校とPTAが連携を図った学習会の実施と資料配付 

③体力記録カードの導入と通信での情報発信 

５ 実施計画 

 年月日 計  画  内  容 

Ｒ２年 

４月 

 

 

５月 

 

 

６月 

 

７月 

 

 

・手宮中央体操、なわとびチャレンジ（通年実施） 

・手宮中央タイムの実施 

・中休みの運動の実施（体育館・グラウンド） 

・春の遠足 ・運動会 

○新体力テスト実施 

○R2全国体力・運動能力、運動習慣等調査実施 

 

 

８月 

 

 

９月 

 

 

１０月 

 

１１月 

１２月 

 

○新体力テスト結果分析 

○体力向上改善プランの評価・改善 

・秋の遠足 

・前期なわとびチャレンジ記録測定 

 

 

 

○新体力テスト 特定種目を再度測定 

Ｒ２年 

１月 

 

 

２月 

 

 

３月 

 

 

・後期なわとびチャレンジ記録測定 

○保護者への調査結果の説明 

○体力向上改善プランの評価・改善 

 

 

○新体力向上改善プランの作成 
 

６ 評価方法 

（１）体育の授業について 

  ①縄跳び記録 

  ②実態把握後の分析と改善 

（２）学校としての取組について 

  ①児童・保護者アンケートの実施 

  ②学校運営協議会からの評価 

（３）望ましい生活習慣について 

  ①児童・保護者アンケートの実施 

  ②アンケートの分析の公表と改善 

小樽市立手宮中央小学校 体力向上改善プラン 

 

前年度、新体力テストを全学年・全種目実施した。その結果、

柔軟性では全国平均を上回る学年が多かったが、全学年で共通し

て筋力、投力、筋持久力に課題が見られた。また、児童質問調査

では、「運動が好き」体育の授業が「楽しい」と答えた児童の割合

が高いが、高学年になると若干割合が下がって来ている。開校し

て５年目となり、グラウンドでの運動や遊びができるようになり

疾走能力がついてきている。日常の授業改善、全校での共通した

活動の成果がうかがえる。 

１校１実践  

「手宮中央タイム 中・昼休みの体力向上プログラムの実施」 

ク
リ
ア
ー
で
き
た
ら
、 

次
の
学
年
の
目
標
へ 体力向上プログラムの見直し 

児童アンケートの実施 

児童アンケートの実施 


